
「よりよい学校をめざして」アンケートより

昨年１２月に保護者のみなさまにお願いして、今年度の学校の取り組みに関するアンケ

ート調査を実施しました。みなさまには、ご多用の中ご協力いただきありがとうございま

した。遅くなりましたが、アンケート結果がまとまりましたので同じ時期に実施した児童

アンケートと一緒にお知らせいたします。また、記述でいただいた貴重なご意見、ありが

とうございました。参考にさせていただき、改善していきたいと考えています。

下の表は、同じ内容でアンケートを実施した結果の推移です。おかげさまで保護者のみ

なさまから学校の取り組みに対して高く評価していただいていると思います。今後も学校

の情報を公開し、保護者のみなさまにご理解・ご協力していただきながら、「よりよい学

校」にしていきたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。

「そう思う」「まあま

あそう思う」の割合

平成２０年

７月 
平成２０年

１２月

平成２１年

７月 
平成２１年

１２月

平成２２年

７月 
平成２２年

１２月

分かりやすい授業を

する
９５％ ９１％ ９７％ ９２％ ９７％ ９７％

子どものがんばりを

認める
９６％ ９１％ ９６％ ９７％ ９５％ ９６％

子どもの様子を伝え

る
８７％ ８５％ ９０％ ９２％ ８７％ ８５％

保護者の思いを受け

止める
９３％ ８７％ ９３％ ９５％ ９０％ ８９％

一年の成長をふりかえって

今年度の学校経営計画の重点目標の一つに「長なわとび運動に意欲的に取り組み、３分

間で跳べる回数を１５％増やす」という目標を掲げ、朝のスポーツタイムなどで取り組ん

できました。その途中経過が、下の表です。どの学年も目標を達成することができました。

特に、低学年は、最初は跳べない子もいましたが、回数を重ねる毎に見違えるほど跳べる

ようになりました。高学年は、本当にリズミカルに跳んでいます。（１秒間に１回以上の

速さで跳んでいます。）

３分間に跳べた回数（平均）とアップ率

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

６月 ８回 １７回 ５１回 ９３回 １４４回 １５５回

１月 ５１回 ７２回 ９５回 １５４回 １８８回 １８８回

アップ率 ５３８％ ３２４％ ８６％ ６６％ ３１％ ２１％
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学校協力者会議開催

２月４日（金）に第３回学校協力者会議を行いました。学校の方から、今年度の学

校の取り組みについて教職員・児童・保護者のみなさまからのアンケート結果をもと

に説明させていただき、委員のみなさまから下記のご意見をいただきました。

記

【委員のみなさまより】

・学校経営目標は、子どもたちが努力するような目標を示さなければならない。低・中・

高学年でそれぞれ細かく達成度目標を決めたら良いと思う。学習のめあてを今年は研

究されたのだが、めあての中身が大事で、子どもたちにとって、難易度のあるめあて

を示していく必要がある。

・湯崎県知事が「oｎｌｙ ｏｎｅ になるような学校」「ｇｌｏｂaｌ な教育をする
学校」を目指してほしいと言われていた。将来、世界の人を相手にする子どもたちに

は、とにかく、力をつけてもらいたい。

・広瀬学区は、問題行動もなく落ち着いている。町内の掃除にお父さんお母さんと一緒

に来る子が増えてきている。

・毎年、行われている鈴木三重吉賞に広瀬の子どもたちも応募し入選するくらい、作文

力をつけてほしい。

・じゃんぐるぽけっとでは、子どもたちが登会したらすぐに宿題をするようにしている。

しかし、教室や家でやるよりどうしても丁寧さに欠けるので、もう少しきちんとでき

るようしむけていきたい。

・最終評価結果のパーセントが上がっているのはとてもすばらしいと思う。先生方の努

力の結果だと思う。 
・短期経営目標が高い結果になったのは、その目標がまちがいなかったと思うが、中期

経営目標のクリアが難しいのであれば、短期経営目標の改善が必要ではないか。保護

者も努力していく必要があるのではと思う。 
・将来生き抜いていくためには、基礎学力が重要である。基礎学力をつけるために、小

テストを活用したらどうか。

・この学校には「四恩」の教えがある。とてもよい取り組みである。様々な取り組みで

ささいなことでもしっかりとほめて育ててほしい。 
・自分の考えを書いたり、友だちの考えを聞いたりすることを通して、きちんと発表す

る力や聞く態度を身に付け、ともに伸びる環境を整えてほしい。

【委員のみなさまのアンケート記述より】

・総合的によく取り組まれたと思います。

・運動会で学年別長なわとびを見せてほしい。

・アンケートにより、保護者、子どもたちの声が定期的に届いて来る方法も意識を上げ

るためにはＧＯＯＤ！！だと思う。 
・ＰＤＣＡの習慣づけは大切です。目的を持ってスタート、結果のチェックは大切です。

大人の社会でもなかなか難しく思います。

・教育目標通り実施できていると思います

・毎回、先生方の取り組みの姿勢は素晴らしいと思いました。


